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零 音 波 の最 近 の問題
東北大 ･工 海老沢 杢 道
RPA的な措像が殆んど正しい場合になっている零音波と集団励起の結合する励起の記述を,













東大･教養 長谷川泰正 ･生井沢 寛
最近,Avenel,Varoquaux,andEbisawal)によって,3He-Bのゼロ音波軟収のピー ク2)･3)
が磁場をかけることにより5つに分裂することが発見された｡このことによって,吸収が全角
運動量J-2のcollectivemodeの励起に対応 していることが確かめられた ｡ 3fI｡-Bのcol-
1ectivemode柱,∫-0,1,2のそれぞれ "Real"と"Imaginary"の固有モー ドに分類できる
ことが知られているが,以前から知られていたピークが振動数W-Jうち万AのJ-2imagina-
rymodeで,新 しくみつけられたピークがa,-諭 万 AのJ-2realmodeであると考えられ
ている｡
我々は,3He-Bのcollectivemodeを磁場の 1次のオーダーまで解き,振動数 とランデ因
子に対するフェルミ流体補正を求めた｡有効磁場に対するFoaとF2aによる補正のほかに, I-2
のcollectivemodeは,/-2のランダウパラメタ一による補正をうける｡ 全角運動量Jと,そ
の磁場方向の成分 Jzによってあらわされたcollectivemodeの振動数a'(J･Jz)は,次のように求
められた ｡
Realmodeに対 しては,
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